
掴
入
的
差
異
に
因
由
す
る
學
綾
組
織
の

薪
蓮
動
と
將
來
の
學
校
報
織

田
　
中
　
　
廣
　
吉
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己
　
分
科
的
組
織

　
襯
畿
達
　
兄
童
の
年
齢
の
進
む
に
つ
れ
て
晃
童
の
最
’
も
好
む
敏
科
目
又
は
最
も
長
ず
る
敏
科

島
に
差
異
を
生
ず
る
様
に
な
る
。
然
る
に
一
人
の
二
品
が
此
れ
を
受
持
っ
て
居
れ
ば
蹴
づ
の
敏
師

の
長
所
叉
は
趣
味
に
適
合
し
な
い
傾
向
を
持
っ
て
屠
る
帰
詣
は
勢
ひ
其
の
長
所
を
螢
展
せ
し
む

る
と
が
出
來
な
い
で
非
常
な
不
幸
を
被
る
事
が
多
い
。
此
れ
を
防
止
す
る
爲
に
は
、
高
年
級
に
去

て
は
、
多
少
分
科
的
受
持
の
傾
向
を
帯
ば
せ
る
の
が
、
策
の
得
力
竜
の
で
あ
る
と
い
ふ
考
が
、
此
の
組

織
を
導
く
に
至
づ
π
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
首
唱
者
と
竜
稻
す
る
の
は
d
鉾
O
・
名
・
臼
算
・
国
罫
尾

霧
．
（
紐
育
市
視
學
官
）
・
図
ξ
客
同
ざ
ダ
罵
霞
団
・
等
で
あ
る
。

　
二
組
織
　
此
の
分
科
的
組
織
⇔
Φ
冒
巻
旨
①
馨
直
壁
Q
嶺
げ
Φ
言
は
昼
餐
各
地
に
於
て
盛
に
實
施
せ
ら
れ
て

居
る
竜
の
で
、
多
く
は
小
鳥
綾
の
七
・
八
學
年
、
叉
は
最
後
の
ニ
ケ
年
位
に
適
用
せ
ら
れ
、
初
學
二
二
學

　
　
　
　
梱
旧
入
…
駒
差
異
に
閃
由
マ
ず
る
趨
甲
校
組
融
…
の
薪
逞
動
と
將
爽
　
の
媒
校
組
鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
五



322

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
一
十
・
　
二
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
・

年
に
は
、
實
施
せ
ら
れ
な
い
。
何
れ
の
所
で
も
中
心
敏
科
目
で
あ
る
國
語
腕
貫
夕
座
げ
は
、
共
通
に
學

級
北
下
敏
師
が
受
持
ち
、
其
他
の
教
科
目
は
各
其
の
長
所
に
よ
つ
て
壁
塗
す
る
竜
の
で
あ
る
。
其

の
實
例
は
次
の
通
ウ
で
あ
る
σ

丁丙乙 甲敏
　師

普
蓮
教
科
目

　
國
　
語

　
國
　
語

　
國
　
語

　
國
　
語

分
科
敏
科
目

　
算
　
術

三
更
、
昔
樂

地
理
、
理
科

手
工
、
圖
霞

　
此
れ
が
大
組
織
の
學
校
に
な
る
と
、
多
々
の
學
級
を
分
科
受
持
に
す
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。
此

れ
は
次
に
墨
げ
る
種
々
の
弊
害
を
最
竜
甚
し
く
現
は
す
と
い
ふ
事
に
な
る
。
依
っ
て
分
科
受
持

範
園
を
限
定
し
．
各
グ
ル
了
プ
毎
に
此
れ
を
實
施
す
る
と
い
ふ
事
に
し
て
居
る
。
而
し
て
此
の
グ

ル
す
プ
を
頃
難
§
H
は
五
入
、
囲
至
急
9
。
｝
（
は
六
人
を
以
て
組
織
す
る
を
限
度
と
し
て
居
る
。

　
三
利
弊
　
此
の
組
織
の
利
盆
と
す
る
所
を
列
糊
し
て
見
る
と
、
先
づ
各
轡
師
は
專
門
の
深
い
知

識
を
持
っ
て
居
る
か
ら
、
児
童
に
深
い
興
味
と
、
確
實
な
る
印
象
を
與
へ
る
事
が
出
馬
、
從
っ
て
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
の
長
所
を
磯
馴
せ
し
め
る
事
が
出
陣
る
。
　
家
に
画
師
は
、
敏
材
に
精
鋼
し
、
周
到
な
る
準
備
を
な
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し
、
敏
材
に
適
切
な
る
教
授
法
を
實
施
す
る
事
が
出
來
、
其
の
敏
授
に
生
氣
あ
ら
し
め
る
事
が
出
到

る
。
之
に
反
し
て
群
群
の
弊
と
す
る
所
も
少
く
は
な
い
。
先
づ
画
師
は
自
己
の
專
門
方
面
に
画

着
し
て
、
普
遍
的
な
陶
冶
を
與
へ
る
に
困
難
で
あ
る
。
次
に
晃
童
の
個
性
を
知
る
事
は
、
比
較
的
漢

然
と
な
ウ
、
引
い
て
個
入
事
に
適
切
な
、
敏
授
訓
練
上
の
注
意
を
輿
へ
る
事
が
出
來
な
い
様
に
な
る
。

の
み
な
ら
ず
各
駅
師
が
各
任
意
の
要
求
を
見
童
に
な
し
て
．
見
童
の
負
搬
を
重
か
ら
し
め
、
時
に
よ

っ
て
は
．
精
紳
衛
生
上
の
法
則
を
侵
す
に
至
る
恐
が
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
方
案
は
、
高
年
級
に
封
し
、

特
劉
の
統
輔
注
意
を
以
て
、
始
め
て
有
敷
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。

．
　
　
　
　
　
　
庚
　
補
助
敏
員
使
用
組
織

　
剛
野
帰
　
鳳
學
級
を
日
入
の
敏
師
で
受
持
つ
時
に
當
っ
て
、
川
里
級
の
吟
興
数
が
非
常
に
多
い

場
合
、
若
く
ば
特
鋼
児
童
の
多
い
揚
合
で
は
．
到
底
此
等
児
童
に
適
切
な
る
敏
授
を
な
す
事
は
不
可

能
で
あ
る
。
此
虚
に
於
て
、
此
等
兇
童
に
恐
し
て
有
敷
適
切
な
爆
撃
を
な
さ
う
と
す
る
爲
に
、
正
敏

師
の
外
に
、
更
に
此
れ
を
補
助
す
る
野
師
を
常
置
し
て
、
其
の
敏
陥
を
補
は
う
と
し
尤
の
が
、
即
ち
此

の
組
織
を
産
出
し
控
紀
元
で
あ
る
。
此
の
部
類
に
入
る
竜
の
に
は
、
次
の
二
つ
の
有
名
な
る
も
の

が
あ
る
。

　
ニ
バ
タ
ゼ
や
組
織
剴
暮
裟
減
石
慶
岩
ひ
Φ
営
．
此
れ
は
ニ
ユ
日
曜
ル
ク
の
バ
タ
ピ
ヤ
に
於
て
、
噸
。
冒
囚
①
謬
Φ

　
　
　
　
欄
門
人
的
差
異
に
閃
・
鶴
す
る
県
絞
組
蹴
誠
の
薪
蓮
動
と
將
來
の
墨
丁
絞
紐
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七
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哲
　
　
墨
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
十
　
二
　
紬
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

畠
㌧
に
よ
っ
て
、
實
倒
せ
ら
れ
尤
も
の
で
あ
る
か
ち
、
此
れ
を
バ
タ
ピ
ヤ
組
織
と
樗
す
る
。
’
此
の
組

織
の
登
見
は
、
翼
に
偶
然
と
も
呈
す
べ
き
も
の
で
、
一
定
の
理
想
か
ら
割
出
さ
れ
た
竜
の
で
は
な
い
。

帥
ち
一
八
九
八
年
に
絶
て
、
同
地
の
或
小
野
校
で
、
一
學
級
に
於
て
六
十
人
見
童
を
三
笠
せ
ね
ば
な

ら
滋
必
要
が
起
ウ
而
も
之
を
ご
分
す
べ
き
敏
室
が
な
か
つ
だ
。
此
慮
に
於
て
．
覗
學
官
図
Φ
窪
Φ
身
は
、

正
學
級
敏
師
の
外
に
、
尚
一
人
の
補
助
土
師
を
入
れ
て
、
二
人
を
以
て
同
二
級
を
受
授
せ
し
め
π
。

此
の
際
正
敏
師
の
力
は
繭
般
的
敏
授
、
補
助
敏
師
の
方
は
個
人
的
指
導
を
受
持
つ
た
。
然
る
に
其

の
結
果
は
、
非
常
に
好
良
で
あ
る
所
か
ら
、
更
に
此
れ
を
他
二
級
に
竜
適
用
し
π
所
が
、
共
の
好
成
績

で
あ
る
事
は
、
依
然
と
し
て
礎
ム
が
な
か
つ
沁
。
是
に
於
て
其
の
好
成
績
は
、
全
く
教
師
の
良
否
に

よ
る
許
ゐ
で
な
く
、
組
織
其
の
竜
の
に
長
所
が
あ
る
の
で
あ
る
と
い
ぷ
事
が
分
づ
、
遽
に
之
を
同
地

に
於
け
る
扁
般
學
級
組
織
法
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
此
の
際
補
助
教
師
は
、
准
敏
員

叉
は
代
用
鉱
員
と
い
ふ
様
な
未
熟
者
を
探
用
す
る
の
で
は
な
く
、
全
く
正
敏
師
と
同
格
の
竜
の
を

操
黒
し
、
其
任
務
竜
個
人
的
陶
冶
の
方
面
を
裏
漏
し
、
正
敏
師
と
野
等
に
働
く
の
で
あ
る
。
欺
檬
な

具
合
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
個
人
的
陶
冶
の
目
的
竜
蓬
せ
ら
れ
、
↓
齊
敏
授
の
弊
．
を
矯
め
る
事
が
二
二

た
が
、
然
し
教
室
の
籐
裕
が
あ
っ
て
竜
、
爾
一
二
級
二
人
の
教
師
を
配
乱
す
る
が
よ
い
か
、
嘉
日
學
級

の
見
童
数
が
鯨
ゑ
多
く
な
い
管
領
で
も
、
翼
然
二
入
の
敏
師
を
必
要
と
す
る
か
、
此
れ
は
大
な
る
研

、
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究
　
題
で
あ
る
。
此
の
瓢
に
漏
し
て
、
一
つ
の
愚
盲
的
改
革
案
を
提
供
し
π
の
は
、
ニ
ユ
『
ト
ン
市

に
於
け
る
學
校
組
織
で
あ
る
。

　
一
一
ニ
藷
豆
ト
ン
組
織
　
Z
①
毛
け
○
嵩
σ
Q
鱗
斡
加
彰
．
此
れ
は
マ
ず
チ
ユ
セ
ッ
州
の
ニ
ユ
〕
摯
ン
市
に
於
て
、
］
）
き

団
・
図
・
の
夢
巳
象
⇔
o
Q
・
に
よ
っ
て
、
實
施
せ
ら
れ
控
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
名
が
あ
る
。
此
の
組
織
で
は
、
通

常
の
學
級
良
師
の
外
に
、
撒
鼻
熊
に
つ
い
て
一
人
づ
＼
の
學
級
を
澹
任
し
な
い
共
議
d
に
懸
ω
黄
8
島
8

量
H
⑦
ざ
が
あ
っ
て
、
此
れ
が
歎
學
級
．
か
ら
集
っ
て
來
る
特
別
見
童
に
駕
し
て
、
殆
ん
ど
個
入
筆
敏
授

を
な
す
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
月
曜
日
の
第
一
時
の
野
牛
に
は
、
第
三
學
級
の
児
童
六
人
置
、
算
術
の

二
桁
の
割
算
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
此
れ
が
學
級
に
蹄
る
と
、
次
に
第
七
學
級
か
ら
二
四
入
の
児

童
が
、
分
数
除
法
の
算
法
に
つ
い
て
、
指
導
を
受
け
に
來
る
と
い
ぷ
具
合
に
、
各
豊
野
か
ら
此
の
図
師

を
利
用
し
て
、
各
児
童
に
零
し
て
遺
漏
の
な
い
様
に
、
敏
導
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
案

で
は
、
學
境
内
で
補
助
教
師
が
活
動
し
な
い
か
ら
、
他
の
晃
童
の
注
意
を
観
す
恐
れ
が
な
い
け
れ
芝

竜
、
學
冷
性
師
と
此
の
補
助
敏
師
と
の
間
の
蓮
絡
に
困
難
な
る
所
が
あ
ウ
、
懐
た
補
助
教
師
は
、
各
學

二
見
童
の
交
替
毛
て
、
獲
化
署
し
い
所
か
ら
、
十
分
の
愛
情
が
児
童
に
集
ま
ら
澱
訣
織
が
あ
る
。
：
然

し
一
般
普
通
上
童
の
側
か
ら
い
ふ
と
、
學
子
鳥
師
の
最
竜
手
数
を
要
す
る
特
殊
三
塁
に
、
敏
授
力
を

分
割
せ
ら
れ
な
い
所
か
ら
、
非
堂
に
三
盆
を
受
け
、
叉
特
殊
工
童
竜
、
徹
底
し
π
敏
授
を
受
け
る
利
盆

　
　
　
　
偲
人
証
差
異
に
因
画
す
る
學
校
組
織
の
薪
蓮
動
と
將
凍
の
欝
欝
紫
黒
鐡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



哲
攣
研
究
　
第
十
二
號

七
〇

謝
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
辛
　
科
學
的
管
理
組
織

　
　
■
薮
達
　
此
組
織
の
因
由
す
る
所
は
、
全
く
欝
欝
的
事
情
か
ら
し
て
二
男
な
く
せ
ら
れ
、
入
退
學

　
の
頻
繁
な
所
か
ら
、
必
然
的
に
導
か
れ
た
竜
の
と
い
っ
て
も
よ
い
。
　
此
組
織
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
製

　
鋼
會
就
の
所
在
地
力
る
、
ゲ
リ
～
市
に
於
て
、
宅
』
・
ぞ
ま
淀
よ
つ
て
、
二
二
せ
ら
．
れ
だ
の
を
始
め
と
す

　
る
か
ら
、
普
通
に
O
霞
団
乙
Q
釜
8
露
と
竜
稻
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
鈎
畠
口
笛
膨
。
び
び
罫
は
此
れ
を
評
し

　
て
「
敢
育
上
に
於
け
る
科
學
耳
管
理
法
の
鷹
用
で
あ
る
」
（
目
δ
臼
Φ
二
型
騒
乱
筍
Q
号
0
9
日
鶏
畠
Φ
尾
●
＜
○
ド
同
』
D
●
髪
P

　
9
乏
い
つ
だ
の
を
借
ウ
て
、
余
は
假
に
科
學
的
管
理
組
織
と
し
て
雇
嬉
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
今
此
の
組
織
の
案
出
せ
ら
れ
た
動
機
を
、
具
膣
的
に
叙
述
し
て
見
る
と
、
グ
リ
聖
に
イ
ン
デ
ア
ナ

　
製
鋼
器
質
が
設
立
せ
ら
る
＼
や
、
今
迄
は
無
芯
禿
る
沙
原
に
過
ぎ
な
か
っ
た
所
が
、
急
速
の
書
展
を

　
な
し
、
人
口
は
盆
亡
増
加
し
、
或
年
の
如
き
は
、
“
ケ
誤
聞
に
二
倍
に
達
し
だ
事
も
あ
る
と
さ
へ
い
は
れ

　
た
位
で
あ
る
。
而
し
て
會
赴
は
、
工
業
の
用
地
と
し
て
盛
に
附
近
の
土
地
を
買
漏
す
る
か
ら
、
地
代

　
は
盆
ぐ
騰
貴
し
、
爲
に
學
校
は
其
の
敷
地
を
得
る
事
困
難
と
な
う
．
加
ふ
る
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
法

　
律
に
よ
る
と
、
敏
育
費
は
ニ
ケ
年
前
の
地
債
を
標
準
と
し
て
、
徴
議
す
る
か
ら
、
斯
様
な
急
蓮
登
展
を

　
な
す
都
市
の
學
校
報
濟
は
、
實
に
困
難
で
、
到
底
普
逓
の
學
校
の
要
求
す
る
稜
地
校
舎
設
備
等
を
得

勝
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る
事
が
困
難
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
此
等
新
開
地
に
件
ぶ
兇
童
の
入
退
學
は
、
頻
繁
を
極
め
、
到
底
普

蓮
の
シ
ス
テ
ム
で
は
露
盤
は
成
立
し
な
い
と
い
ふ
事
に
な
っ
た
此
慮
に
於
て
白
津
は
、
此
の
ゲ
リ

「
市
に
適
鷹
す
る
底
心
愈
愈
法
を
案
出
し
系
實
施
す
る
と
い
ふ
事
に
な
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
二
本
組
織
の
特
徴
　
第
舶
に
出
來
る
設
け
校
地
敏
虚
血
を
、
経
濟
的
に
使
用
す
る
爲
に
見
童
の

仕
事
を
二
σ
に
分
ち
、
噸
つ
は
普
通
學
科
、
一
つ
は
特
別
學
科
と
な
し
、
奉
行
級
の
一
つ
に
弓
丈
頭
並

を
課
し
て
居
る
際
に
は
、
他
の
も
の
に
は
特
別
學
科
を
熱
し
、
か
く
し
て
此
れ
を
交
替
す
る
事
に
よ

っ
て
、
密
室
其
他
の
設
備
を
二
重
に
使
用
し
、
少
し
も
隙
の
な
い
様
に
利
用
す
る
。
從
っ
て
見
童
に

は
定
ま
つ
だ
座
席
な
く
、
時
間
毎
に
．
痴
話
を
鍵
更
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
織
か
ら
教
師
は
學
科
別

面
任
と
い
ふ
事
に
し
て
居
る
。
第
二
に
は
、
敏
活
の
数
を
最
少
限
に
減
じ
、
勤
務
時
間
を
増
し
て
居

る
。
即
ち
↓
端
黒
を
三
〃
月
と
し
、
哺
面
詰
を
長
篇
期
に
分
ち
、
休
暇
な
し
に
一
年
間
門
校
を
開
き
、

其
の
申
児
童
は
．
三
學
期
出
席
す
れ
ば
よ
い
事
に
な
っ
て
居
る
。
苦
し
四
學
期
全
部
を
出
席
す
る

事
と
な
る
と
、
四
學
年
の
腱
は
三
學
年
で
濟
む
と
い
ふ
事
に
な
る
り
又
無
二
で
は
一
般
に
、
一
週
申

土
・
日
の
翌
日
を
休
む
が
，
此
市
で
は
毎
日
禁
忌
を
開
き
、
士
曜
日
曜
に
は
重
に
初
級
児
童
を
敏
へ
る
。

叉
一
日
の
授
業
時
聞
も
、
朝
の
八
時
か
ら
晩
の
五
時
ま
で
欲
け
る
。
從
っ
て
兇
童
は
、
悪
習
的
作
業

的
に
學
習
し
て
、
徹
底
悟
了
す
る
迄
豊
門
せ
し
あ
ら
れ
る
。
又
授
業
時
間
が
長
い
か
ら
職
工
の
家

　
　
　
　
個
人
的
差
異
に
爾
田
す
る
學
校
紐
織
の
薪
運
動
と
將
來
の
學
懸
紐
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
’

　
　
　
　
　
齢

、
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「
哲
學
研
究
　
第
十
二
號
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
瓢
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ゆ
　
へ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

庭
か
ら
悪
影
響
を
受
け
る
時
間
が
短
く
な
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。
第
三
に
は
、
兜
董
の
個
性
に
よ

り
　
　
ぬ
　
　
ゑ
　
　
や
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
敏
育
せ
ら
れ
る
。
帥
ち
學
科
の
選
澤
を
自
由
に
行
は
せ
る
。
普
通
科
丈
け
で
特
別
科
は
や

ら
尊
く
と
竜
よ
い
。
四
分
の
三
内
け
普
逓
、
四
分
の
一
特
燐
と
い
ふ
風
に
し
て
竜
よ
い
。
又
其
反

封
若
く
ば
二
分
の
一
つ
、
で
竜
よ
い
。
叉
児
童
の
能
力
、
精
勤
の
具
合
に
よ
っ
て
、
短
時
日
の
問
に

卒
業
す
る
事
も
出
弱
る
と
い
ふ
様
に
．
非
常
に
個
性
を
重
要
聾
す
る
。
第
四
に
は
、
學
校
を
多
難
化

す
る
事
に
努
め
る
。
即
ち
校
舎
は
、
學
校
見
童
に
よ
っ
て
、
頗
る
経
濟
的
に
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
が
、

此
外
に
午
後
二
時
か
ら
九
時
嚢
で
は
、
一
般
市
民
に
も
利
用
さ
せ
る
。
　
例
へ
ば
夜
學
校
を
開
き
、
講

堂
水
泳
揚
等
を
利
用
し
て
講
演
會
を
開
き
、
叉
娯
樂
會
竜
開
く
と
い
ふ
有
様
で
あ
る
。

　
葺
利
弊
　
以
上
の
特
徴
を
持
っ
て
居
る
所
か
ら
、
其
の
利
盆
と
し
て
．
児
童
が
在
綾
す
る
時
聞
が

長
い
所
か
ら
新
開
地
の
職
工
の
家
庭
か
ら
悪
影
響
を
受
け
る
時
問
が
少
く
な
る
。
と
典
に
協
同

の
精
華
を
養
ふ
に
利
盆
が
あ
る
．
、
の
み
な
ら
ず
、
課
業
が
活
動
的
作
業
的
で
あ
る
所
か
ら
、
馴
し
く

母
校
の
仕
事
に
国
事
さ
せ
る
事
が
出
世
る
。
專
門
の
国
師
に
よ
っ
て
教
へ
ら
る
＼
所
か
ら
、
確
實

な
る
知
識
を
得
し
め
る
事
が
出
來
、
且
野
里
綾
が
市
民
の
中
心
と
な
る
と
い
ふ
利
盆
が
あ
る
。
然

し
其
の
弊
と
し
て
．
叉
警
戒
を
要
す
べ
き
竜
の
が
あ
る
。
先
づ
第
一
に
、
尋
常
第
一
學
年
位
か
ら
、
工

科
の
事
由
選
揮
を
な
さ
し
量
る
と
い
ふ
事
は
、
剛
般
的
陶
冶
の
上
か
ら
は
、
如
何
に
し
て
も
許
容
す



る
事
が
出
來
　
。
第
二
に
は
講
話
設
備
等
の
物
質
的
方
面
に
拘
泥
し
て
、
敏
授
蒔
問
を
定
め
る
と

い
ふ
事
は
、
勢
ひ
精
紳
衛
生
上
の
法
則
を
侵
す
と
い
ふ
事
に
な
る
。
第
三
に
は
、
教
師
の
数
を
極
限

ま
で
減
少
し
、
一
日
置
一
週
、
一
忘
年
の
各
授
業
時
問
を
、
極
度
ま
で
塘
す
と
い
ふ
事
は
、
敏
師
と
し
て
疲

勢
芸
備
…
せ
し
む
る
か
、
叉
は
敏
師
を
し
て
遽
謀
熟
慮
を
敏
き
、
其
の
揚
限
う
の
皮
想
的
教
育
を
な
す

に
隅
ら
し
め
る
恐
が
な
い
と
も
い
へ
漁
。
要
す
る
に
汐
田
三
管
理
法
信
用
の
精
紳
は
、
大
に
脱
捨

と
す
べ
き
織
が
あ
る
が
、
然
し
其
の
適
用
と
盈
督
の
上
か
ら
、
十
分
の
警
戒
を
要
す
る
竜
の
が
あ
る

と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
四
　
新
組
織
及
施
設
の
　
跡
趨
黙

　
前
節
に
於
て
論
明
し
π
諸
組
織
及
び
諸
施
設
に
は
、
各
そ
れ
に
俘
ふ
長
所
と
短
所
と
が
存
在
し

て
居
っ
た
が
、
之
を
全
禮
の
上
か
ら
蓬
観
し
て
見
る
と
、
自
ら
叉
此
等
に
共
通
す
る
鰭
趨
織
が
存
在

す
る
。
今
之
を
ニ
ユ
言
ヨ
ル
ク
並
に
ブ
ル
ー
タ
リ
ン
敏
員
協
會
に
於
け
る
、
學
校
編
制
調
査
委
員

會
の
決
定
に
よ
っ
て
、
之
を
総
括
し
て
見
る
と
次
の
通
ム
で
あ
る
。

　
一
、
學
校
編
制
の
蹄
趨
と
し
て
、
吾
人
は
見
董
の
全
能
力
を
平
茸
し
得
る
機
會
を
輿
へ
る
事
を
主

眼
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
機
會
を
十
分
に
與
へ
得
る
十
拳
で
な
か
つ
π
な
ら
ば
、
理
想
的
の
學

　
　
　
　
鋼
入
事
蕪
異
に
閃
由
す
る
學
校
紅
織
の
新
狸
動
と
將
來
の
學
校
親
維
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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校
で
は
な
い
。

　
二
、
此
の
機
外
を
與
へ
る
手
段
と
し
て
は
、
輝
輝
組
織
は
、
固
定
的
で
な
く
、
7
レ
キ
シ
ビ
ジ
テ
r
を

持
た
ね
ば
な
ら
滋
。
帥
ち
敏
課
、
設
備
、
組
分
け
、
進
級
は
、
箪
に
申
悪
騒
童
を
の
み
目
標
と
す
る
の
み

で
な
く
、
又
各
兇
童
の
要
求
を
も
顧
慮
し
て
即
吟
せ
ね
ば
な
ら
滋
。

　
三
、
軽
罰
編
制
の
根
本
條
件
は
、
児
童
の
實
力
卸
ち
敏
諜
の
領
得
程
度
の
如
何
に
置
か
ね
ば
な
ら

臓
。
從
っ
て
金
掻
は
、
奨
の
領
得
程
度
に
癒
じ
て
、
相
當
の
學
級
に
編
入
せ
ら
れ
、
決
し
て
他
見
童
の

爲
に
牽
制
せ
ら
れ
拘
束
せ
ら
る
べ
き
竜
の
で
は
な
い
。

　
四
、
進
級
ば
理
想
と
し
て
は
、
兇
董
が
完
全
に
規
定
の
野
離
を
履
修
し
た
時
機
に
、
随
時
に
實
配
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
滋
。
從
っ
て
修
業
期
聞
を
定
め
、
其
の
修
業
潮
煮
の
終
ム
で
な
い
と
、
進
級
を
許
さ

ぬ
と
い
ふ
様
な
事
は
、
理
想
的
と
は
い
へ
諏
。
換
言
す
れ
ば
修
業
年
限
が
進
級
を
定
む
る
唯
一
の

條
件
で
あ
っ
て
は
な
ら
滋
。

　
五
、
自
働
的
學
習
の
時
間
を
夢
想
し
て
、
母
校
編
制
を
な
す
と
い
ふ
事
は
、
最
も
必
要
な
事
で
あ
る
。

一
事
的
注
入
的
に
學
隠
せ
し
め
、
斯
様
な
自
働
的
學
習
を
な
さ
し
あ
る
尋
問
を
輿
へ
な
か
っ
カ
な

ら
ば
、
彼
の
翼
の
進
歩
を
認
定
す
る
事
竜
出
來
な
け
れ
ば
、
卑
見
童
を
し
て
、
奮
発
確
實
な
る
智
能
を

牧
得
せ
し
む
る
事
竜
困
難
で
あ
る
。
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六
、
敏
授
法
に
於
て
は
、
先
づ
兇
童
の
爆
発
な
る
血
膿
的
活
動
の
基
礎
の
上
に
、
児
童
の
興
味
を
喚

起
す
る
事
に
努
め
、
露
見
童
を
目
標
と
し
て
、
全
級
の
課
業
を
定
め
、
且
又
各
児
量
を
し
て
、
自
己
を
螢

表
す
る
財
主
を
輿
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
普
蓮
に
行
は
れ
る
協
同
的
練
習
は
、
最
も
排
斥
す
べ
き
蚕
蛾

で
あ
る
。
眞
に
善
良
な
る
宣
撫
と
は
、
工
合
的
に
敏
歯
し
て
竜
、
各
藩
童
に
學
啓
す
る
と
共
に
考
察

の
機
會
を
與
へ
、
個
人
的
磯
善
友
個
人
的
進
歩
の
機
會
を
與
へ
、
常
に
晃
童
の
實
力
を
量
ウ
つ
＼
之

を
進
め
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
．

・
匠
七
、
見
童
心
習
の
功
…
過
を
記
録
す
る
事
は
、
見
董
の
實
力
を
察
知
し
、
之
に
よ
つ
て
其
の
書
面
を
指

導
す
る
方
向
を
．
豫
察
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
れ
が
叉
進
級
叉
は
受
持
愛
更
の
際
に
竜
多

大
の
便
宜
を
輿
へ
し
め
る
の
で
あ
る
。
普
通
に
行
は
れ
る
＼
學
期
末
叉
は
學
年
末
に
於
て
、
任
意

の
問
題
に
よ
つ
て
探
織
し
、
一
定
の
評
語
を
附
す
る
に
止
ま
る
如
き
は
、
兇
童
の
實
力
を
察
知
す
る

上
に
敷
果
鮮
少
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
八
、
集
團
敏
誤
認
器
。
・
目
①
目
塗
㊦
㈹
は
、
學
級
的
個
人
教
授
Ω
蕊
9
。
自
β
轟
く
嵐
雪
薄
Φ
鋤
目
①
き
ピ
b
α
q
に
墾
更
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
れ
に
よ
っ
て
各
誌
董
は
、
自
己
の
全
能
力
を
直
上
し
得
る
竜
の
で
あ
る
。
翼
の

敷
育
は
、
軍
に
學
級
を
通
過
す
る
と
い
ふ
事
に
よ
っ
て
は
達
せ
ら
れ
な
い
の
て
、
自
己
登
逮
の
過
程

を
順
當
に
準
む
こ
と
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
人
駒
豊
異
に
槻
由
す
る
學
校
組
織
の
薪
瀧
鋤
と
將
來
の
學
垂
紐
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燈



　
　
　
　
　
菅
図
　
灘
Ψ
　
榊
餅
　
　
燈
凋
　
　
　
笛
剛
十
　
二
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

蹴
　
　
以
上
の
諸
下
記
は
、
同
委
雲
鳥
で
整
理
し
力
改
良
案
の
重
要
な
竜
の
で
あ
る
。
尤
竜
此
等
の
條

　
項
を
生
む
に
至
っ
穴
資
料
は
、
三
業
國
有
名
の
敏
育
家
か
ら
蒐
集
せ
ら
れ
π
も
の
に
基
い
控
と
い

　
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
薪
傾
向
の
結
論
と
見
て
竜
、
大
な
る
誤
差
は
な
い
と
思
ふ
。
更
に
b
ざ
司
馬
鼻
膏

　
『
o
好
望
は
既
の
傾
向
を
要
約
し
て
「
學
級
編
制
及
進
級
は
凡
て
の
藪
科
目
に
癒
ず
る
、
形
式
的
の
試
験

　
に
よ
っ
て
實
施
す
る
よ
血
は
、
寧
ろ
其
の
能
力
を
適
切
に
現
は
す
特
殊
の
敏
科
目
に
よ
っ
て
、
個
人

　
的
に
領
得
の
程
度
を
調
査
し
控
結
果
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
濃
」
（
O
嗅
欝
身
O
h
O
養
伽
貯
α
q
鍵
自
℃
↓
o

　
岩
畠
8
強
H
ゴ
注
ぎ
ぎ
σ
Q
｛
§
一
翼
三
P
鼠
超
碧
畠
駒
…
。
“
H
潔
ご
と
い
っ
て
居
る
。
要
す
る
に
此
の
下
潮
は
、
學

　
校
編
制
上
個
々
の
早
事
の
實
力
を
糟
…
算
し
て
、
能
力
相
當
に
敏
塾
し
、
拘
束
な
き
禽
由
な
る
脚
達
を

　
遽
げ
し
め
よ
う
と
す
る
に
外
な
ら
搬
の
で
あ
る
。
・
今
此
れ
を
前
事
の
實
際
的
編
制
に
照
合
し
て
，

　
考
へ
る
と
、
實
に
其
の
翼
翼
を
捕
捉
し
力
竜
の
と
い
ふ
事
が
出
細
る
。
　
而
し
て
此
の
新
傾
向
は
、
從

　
來
不
明
若
く
ば
忽
諸
に
附
せ
，
ら
れ
て
居
つ
禿
方
面
の
開
拓
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
將
家
の
學
級
編
制

　
條
件
と
し
て
は
、
是
非
共
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
諏
新
條
件
で
あ
る
事
に
な
る
。
鼓
に
於
て
從
來
の
學

　
按
編
制
條
件
は
、
其
の
成
否
及
び
内
容
に
向
っ
て
簾
密
な
る
再
審
を
維
な
け
れ
ば
な
ら
澱
と
い
ム

　
事
に
な
る
、
以
下
更
に
節
を
…
進
め
て
、
絹
紬
の
學
綾
編
制
條
件
の
成
否
及
内
容
に
向
っ
て
、
意
気
し
て

「
見
π
い
と
愚
ふ
。

＼
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從
來
の
學
按
編
制
條
件
は
、
児
童
の
個
人
的
差
異
に
無
頓
着
で
あ
る
観
が
あ
る
。
從
っ
て
從
來

の
條
件
に
よ
っ
て
編
制
せ
ら
れ
π
學
級
は
、
個
人
的
陶
冶
を
施
す
上
に
、
頗
る
不
利
と
す
る
織
が
少

く
な
い
。
從
っ
て
隅
隅
の
新
傾
向
を
加
味
す
る
上
か
ら
、
此
等
の
條
件
の
歓
陥
及
修
正
に
つ
い
て
、

研
究
の
歩
を
進
め
よ
う
と
思
ぷ
。

　
幽
経
国
的
要
件
　
市
町
村
は
共
の
匿
域
内
に
住
居
す
る
學
齢
兜
童
を
就
學
せ
し
む
る
に
必
要

な
る
経
費
を
支
出
す
る
の
義
務
が
あ
る
。
從
っ
て
敏
育
上
必
要
と
す
る
施
設
を
な
す
上
に
つ
い

て
、
重
壁
必
要
と
す
る
費
用
の
支
出
は
、
之
を
拒
否
す
る
事
は
出
軍
諏
。
然
し
共
の
敏
育
上
必
要
と

す
る
施
設
に
、
種
々
の
段
階
程
度
が
あ
る
か
ら
、
結
局
は
其
の
市
町
村
の
富
力
の
如
何
に
よ
っ
て
、
種

々
の
施
設
を
産
む
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
経
心
的
條
件
は
、
依
然
と
し
て
選
挙
編
制
の
根

本
條
件
π
る
を
失
は
諏
竜
の
と
な
る
。

　
二
皇
師
の
敏
授
力
　
此
れ
は
其
の
敏
師
の
學
識
技
彌
と
禮
力
の
相
違
に
よ
っ
て
、
大
な
る
差
異

の
あ
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
一
概
に
其
の
定
限
を
決
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
し
現
今
各

藩
の
法
令
は
、
一
般
的
に
其
の
極
限
を
規
定
し
て
居
る
。
其
の
一
襲
級
の
兇
童
定
員
を
、
極
度
に
塘
m

　
　
　
　
獺
人
的
差
異
に
閃
由
す
る
購
校
綴
織
の
新
蓮
鋤
と
將
來
の
學
校
組
織
　
　
　
　
駆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
哲
墨
r
砺
究
　
　
第
十
二
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
八

㌔　
大
し
て
居
る
の
は
、
日
直
の
六
十
人
乃
至
七
十
人
（
特
鋼
の
事
情
あ
る
揚
合
に
は
、
荷
言
入
を
堰
す
を

謝　
得
）
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
之
を
非
常
に
縮
少
し
て
居
る
の
は
、
英
米
の
二
十
入
乃
至
三
十
五
入
（
各

　
州
叉
は
公
私
に
よ
つ
て
相
違
あ
る
が
先
づ
大
同
を
探
っ
て
云
へ
ば
）
で
あ
る
。
勿
論
莫
米
は
女
敏

　
員
の
藪
が
多
い
。
　
千
九
百
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
扇
員
の
数
は
普
魯
西
の
一
九
、
六
％
に
、
歯
し
、

　
雲
霞
に
於
て
は
七
五
、
八
餐
北
米
合
衆
國
に
於
て
は
七
八
、
九
％
（
一
　
九
一
〇
年
）
を
占
あ
て
居
る
。
　
從
っ
て

　
定
員
の
極
限
が
英
米
に
於
て
少
く
、
猫
に
於
て
多
い
の
は
．
大
に
意
味
あ
る
事
と
な
る
。
然
し
斯
様

　
に
相
違
し
て
居
る
の
は
、
碕
他
に
大
な
る
原
因
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
－
虚
心
庭
に
此
れ
を
論
究
し

　
な
い
。
然
し
此
の
三
際
に
照
し
て
竜
、
教
師
の
能
力
を
、
見
童
の
定
員
に
よ
つ
て
決
定
す
る
と
い
ふ

　
事
は
、
繕
甥
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
分
る
。
然
も
女
面
面
上
の
一
壷
面
面
を
以
て
し
て
．

　
禽
一
歪
面
の
見
董
数
が
、
此
の
翻
限
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
新
傾
向
に
從
っ
て
個
入
的
陶
冶
を
徹
底
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
し
め
る
上
か
ら
は
、
総
膿
漏
に
一
面
級
の
児
童
数
を
減
少
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
個
人
的
陶

　
冶
の
徹
底
不
徹
底
は
、
一
面
か
ら
は
此
の
児
童
激
に
影
響
せ
ら
れ
る
事
が
多
い
と
思
ふ
。
此
の
鐵

　
か
ら
考
察
す
る
と
、
佃
人
的
陶
冶
を
重
ん
ず
る
英
米
に
於
て
、
一
學
級
の
児
童
数
が
非
常
に
少
い
の

　
、
竜
、
大
に
意
瞭
が
あ
る
と
い
へ
る
。
要
す
る
に
余
は
掴
人
的
陶
冶
を
重
要
競
す
る
上
か
ら
は
、
総
禮

　
的
に
學
級
見
童
の
数
を
減
少
し
て
、
敏
授
力
を
一
齊
敏
授
か
ら
解
放
す
る
事
の
、
愈
ぐ
多
か
ら
ん
事
を
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望
む
竜
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
第
二
次
の
問
題
と
し
て
．
上
級
の
見
票
数
を
從
來
と
同
一
様
に
し
、
佃
人
的
陶
冶
を
從
來

よ
う
一
層
徹
底
せ
し
む
る
爲
に
は
、
敏
授
力
の
黒
門
か
ら
、
如
何
に
學
校
編
制
に
要
求
を
な
す
べ
き

か
、
此
れ
に
つ
い
て
更
に
考
究
し
て
見
装
い
。
さ
て
見
童
藪
を
從
來
と
同
一
に
し
、
今
扁
二
二
入
的

陶
冶
を
徹
底
せ
し
め
る
上
か
ら
は
、
一
礼
に
李
等
に
取
扱
ふ
と
い
ふ
事
は
、
不
可
能
と
い
ふ
事
に
な

る
。
何
と
な
れ
ば
過
去
の
維
験
が
其
失
敗
を
讃
明
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
一
學
級
内

に
於
て
竜
、
萸
に
此
れ
を
小
分
し
て
数
多
の
組
分
け
を
し
て
之
を
取
扱
ふ
か
、
又
は
之
を
二
部
敷
授

に
準
じ
て
取
扱
ひ
、
同
蒔
に
敏
嘉
す
る
児
童
の
数
を
滅
ず
る
か
、
何
れ
か
の
方
法
を
探
ら
ね
ば
な
ら

臓
。
　
前
者
は
學
熊
内
の
組
織
を
黒
点
に
す
る
原
蜀
の
上
に
立
ち
、
後
者
は
學
級
内
の
組
織
を
簡
軍

に
す
る
原
則
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
勿
論
同
一
學
．
年
の
見
童
を
能
力
に
よ
っ
て
数
思
置
に

編
制
す
る
揚
合
は
、
此
の
二
つ
の
型
式
の
偲
れ
に
も
入
ら
な
い
様
で
あ
る
が
、
よ
く
考
へ
る
と
、
個
人

的
陶
冶
を
徹
底
せ
し
あ
る
上
か
ら
は
、
術
此
の
各
に
如
上
の
原
則
を
適
用
す
る
を
有
利
と
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
此
れ
竜
敏
授
力
適
用
の
上
か
ら
は
、
如
上
上
原
期
の
何
れ
か
に
包
含
さ
る
㌧
も
の
と

し
て
置
き
控
い
と
思
ふ
。

　
今
程
の
二
原
則
を
現
今
の
鼻
下
編
制
の
上
か
ら
考
察
し
て
見
る
と
、
前
者
は
軍
二
言
授
に
類
似

　
　
　
　
個
人
的
差
異
に
国
・
田
す
る
醸
校
組
織
の
蔚
蓮
動
と
將
來
の
學
校
細
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O

し
．
後
者
は
二
部
重
心
に
類
似
す
る
。
而
し
て
蚕
室
教
授
と
二
部
敏
授
と
の
實
際
の
成
績
を
考
察

し
て
見
る
と
、
ザ
ク
セ
ン
、
バ
「
デ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
如
き
は
軍
記
教
授
を
排
斥
し
て
、
二
部
敏
授
を
奨

濁
し
、
之
に
反
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
及
び
瑞
西
で
は
、
軍
高
論
授
に
重
き
を
置
き
、
我
邦
で
竜
、
兵
庫
縣
の

q
如
き
は
特
に
二
部
野
芝
を
奨
…
呈
し
共
の
他
の
府
縣
で
は
、
寧
ろ
軍
級
敏
授
を
奨
…
勘
し
て
居
る
傾
向

が
あ
る
の
に
徴
し
て
竜
、
何
れ
が
是
、
何
れ
が
非
と
い
ふ
事
は
俄
に
断
定
す
る
事
が
出
家
漁
。
若
し

事
情
を
同
蝋
に
す
れ
ば
、
躯
都
内
の
組
織
を
複
雑
に
す
れ
ば
、
敏
授
力
を
分
割
し
て
其
の
数
力
を
減

じ
、
之
に
反
し
て
敏
師
の
敏
授
時
間
を
長
く
す
れ
ば
、
敏
師
の
疲
勢
に
よ
っ
て
、
亦
其
の
敷
力
を
減
少

す
る
。
さ
れ
ば
雨
組
織
共
に
一
利
一
害
あ
る
事
は
、
免
れ
る
事
は
出
來
ぬ
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も

敏
師
に
し
て
、
教
授
が
巧
で
あ
ム
、
殊
に
複
式
的
緯
錦
に
熟
練
し
だ
敏
師
で
あ
っ
、
π
な
ら
ば
、
複
雑
組

織
の
學
級
竜
、
大
に
其
の
奴
果
を
弾
機
し
、
之
に
反
し
多
少
敏
授
法
は
拙
で
竜
．
膿
力
の
永
績
す
る
轡

師
で
あ
れ
ば
、
二
部
組
織
の
予
輩
も
、
大
に
其
の
青
果
を
登
質
す
る
事
と
な
る
。
故
に
此
の
問
題
の

解
決
は
、
教
師
の
能
力
に
適
薬
し
て
居
る
編
制
を
採
る
よ
ム
仕
方
が
な
い
と
思
ふ
。
即
ち
膠
様
法

に
堪
能
な
皇
師
は
、
審
級
内
の
組
織
を
複
雑
に
し
、
敏
授
法
は
拙
で
竜
膿
力
の
永
績
す
る
敏
師
は
、
二

部
組
織
を
探
粗
し
、
此
れ
に
よ
っ
て
佃
人
的
陶
冶
を
徹
底
せ
し
あ
る
の
を
有
利
と
遵
ふ
。

　
三
児
童
の
能
力
　
此
れ
に
耀
し
て
は
、
前
野
に
細
論
し
沁
檬
に
、
從
來
の
學
按
編
制
條
件
と
し
て
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は
、
頗
る
微
賜
で
あ
っ
π
。
此
れ
に
甥
し
て
は
、
余
は
新
傾
向
の
館
趨
た
る
織
を
、
十
分
顧
慮
し
て
、
學

校
編
制
の
有
力
な
る
條
件
と
し
早
い
と
思
ふ
。
本
論
の
主
眼
と
す
る
所
も
、
亦
此
の
條
件
の
徹
底

を
期
せ
ん
事
を
主
張
す
る
に
外
な
ら
澱
の
で
あ
る
。

　
四
見
隠
の
年
齢
　
第
二
飾
に
観
て
論
じ
禿
如
く
、
児
童
の
年
齢
に
よ
る
能
力
の
到
定
は
、
非
常
に

不
確
實
な
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ビ
ネ
ー
シ
モ
ン
の
ス
ケ
『
ル
に
よ
る
調
査
結
果
も
、
ソ
ル
ン
ダ

イ
ク
の
調
査
に
よ
る
結
果
竜
、
同
一
年
齢
に
於
て
登
逮
上
数
年
問
の
逞
速
が
あ
る
事
を
詮
明
し
て

居
る
。
然
し
大
畠
に
於
て
同
一
年
越
の
兇
童
の
能
力
は
、
相
類
似
し
て
居
る
も
の
が
多
い
と
い
ふ

事
は
事
實
で
あ
る
。
此
面
に
於
て
脚
継
の
年
齢
は
、
遠
心
編
制
の
↓
つ
の
目
標
と
し
て
、
有
敷
な
竜

の
で
あ
る
と
い
ム
事
は
出
痴
る
が
、
充
足
せ
る
條
件
と
い
ふ
事
は
漁
礁
諏
。
換
言
す
れ
ば
、
補
助
語

件
と
し
て
は
便
利
な
る
竜
の
で
あ
る
が
、
此
れ
を
正
期
の
條
件
と
す
る
事
は
、
正
鵠
を
峡
く
事
渉
紗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

く
は
な
い
。
從
來
は
此
の
年
齢
に
拘
泥
し
過
ぎ
だ
所
か
ら
、
一
學
級
内
に
於
て
、
種
々
の
程
度
を
異

に
す
る
児
童
を
牧
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
池
心
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
此
年
齢
的
鋼
漸
が
兇
量
を
奉

等
扱
ひ
に
す
る
弊
源
乏
な
つ
カ
か
の
観
が
あ
る
さ
れ
ば
翻
心
の
能
力
に
よ
つ
て
、
之
に
適
掬
す
る

敏
授
を
…
進
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
此
の
條
件
は
軍
に
日
の
補
助
條
件
と
し
て
取
扱
ひ
、
見
童
の
能

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　

な
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
へ
　
め

力
を
到
思
す
る
資
料
の
な
い
時
に
限
る
、
假
に
此
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
學
校
編
制
を
な
し
、
奇
童
の
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
綱
人
的
差
興
に
照
由
す
る
學
校
組
継
の
赫
難
動
と
懸
來
の
紺
絞
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
扁
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聯
陽
　
集
・
　
研
　
究
　
　
鐙
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冗
八
ニ

カ
の
到
明
を
待
つ
位
の
補
助
條
件
と
見
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

　
五
言
習
軍
位
期
間
　
　
一
面
年
を
以
て
進
級
の
三
位
と
し
．
教
科
課
程
編
制
の
爵
位
と
す
る
可
否

に
つ
い
て
は
、
米
國
に
於
て
既
に
四
十
年
面
面
の
討
究
問
題
と
菰
っ
て
居
る
。
然
し
英
下
等
に
点

て
は
、
今
画
一
越
年
を
以
て
箪
位
と
し
、
睡
れ
に
つ
い
て
は
卜
う
議
論
の
種
と
な
ら
な
い
檬
で
あ
る
。

さ
れ
ど
仔
細
に
此
れ
を
考
究
し
て
見
る
と
、
亦
編
制
上
の
一
問
題
た
る
を
失
は
諏
竜
の
と
思
ふ
。

　
今
一
三
年
を
温
位
と
す
る
を
利
と
す
る
竜
の
＼
論
織
を
総
合
し
て
見
る
と
、
凡
そ
左
の
下
直
に

蹄
す
る
様
に
思
は
れ
る
。

　
　
α
一
學
年
を
輩
位
と
す
れ
ば
敏
科
課
程
の
排
列
上
循
環
的
詳
覧
に
便
利
で
あ
る
。
何
と
な
れ

　
ば
季
節
上
、
身
膿
の
・
登
育
上
馬
一
の
期
間
を
得
る
事
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
三

　
箇
月
叉
は
古
年
を
軍
馬
と
す
れ
ば
、
此
等
に
つ
い
て
不
齊
一
の
軍
位
が
並
列
す
る
事
と
な
る
か

　
ら
、
取
扱
上
面
倒
で
あ
る
。

　
の
一
篇
年
を
輩
位
と
す
れ
ば
、
一
言
期
（
三
箇
月
叉
は
四
箇
月
季
學
年
を
軍
位
と
す
る
に
比
し
、
敏

　
（
　
師
の
凝
動
が
少
い
。
從
っ
て
児
童
の
個
性
を
熟
知
し
、
之
に
必
ず
る
取
扱
を
な
す
に
便
利
で
あ

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
の
一
缶
詰
を
上
位
と
す
れ
ば
、
二
四
数
の
少
い
肝
玉
で
は
、
一
學
期
叉
は
孚
學
年
を
軍
位
と
す
る

　
（



339

　
惑
の
に
比
し
、
學
級
内
に
異
程
度
の
見
董
の
混
在
す
る
事
が
少
い
。
從
っ
て
敏
授
力
を
分
割
す

　
る
機
會
が
僅
少
と
な
る
。

　
此
れ
に
反
し
て
、
扁
學
年
輩
位
を
否
と
す
る
理
由
は
、
次
の
二
織
に
平
す
る
。

　
　
　
イ
一
學
年
を
勢
位
と
す
れ
ば
、
優
等
生
の
進
級
の
機
會
を
少
く
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
一
丁
年
を

　
（
　
飛
び
越
へ
て
進
級
す
る
事
は
容
易
で
な
い
け
れ
ど
も
．
孚
學
年
若
く
ば
」
學
期
と
な
れ
ば
、
容
易

　
に
上
級
に
進
級
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
一
方
で
は
劣
等
生
を
落
第
せ
し
む
る
事
が
困
難
で

　
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
若
し
一
度
落
第
せ
し
め
る
と
、
反
覆
の
必
要
な
き
敏
科
目
衰
で
竜
、
哨
學
年

　
問
反
覆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
獄
う
、
爲
に
多
少
無
理
を
忍
ん
で
進
級
せ
し
あ
ん
と
す
る
に
至
る

　
か
ら
で
あ
る
此
れ
大
に
學
級
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
失
は
し
む
る
竜
の
で
あ
る
。

　
切
願
學
年
を
四
位
と
す
れ
ば
、
學
年
の
絡
ウ
に
近
く
に
從
っ
て
、
著
し
く
程
度
の
相
違
せ
る
見
童

　
（
　
が
．
學
級
内
に
雑
居
す
る
事
と
な
）
、
學
級
教
授
を
な
す
上
に
手
績
が
復
雅
と
な
る
。

　
以
上
は
一
學
年
を
逆
位
と
す
る
事
に
よ
っ
て
起
る
慨
然
の
利
弊
で
あ
る
。
若
し
見
童
を
し
て

力
量
相
判
に
取
扱
ひ
、
軍
門
弟
子
漕
を
な
す
上
か
ら
湾
察
し
て
見
る
と
、
一
理
年
軍
位
は
、
利
少
く
し

て
弊
多
き
…
糠
に
考
へ
ら
れ
る
。

　
更
に
孚
早
年
を
以
て
下
位
と
す
る
案
に
帯
し
て
、
考
察
の
歩
を
進
め
よ
う
。
　
千
八
百
九
十
一
年

　
　
　
　
摘
入
酌
差
異
に
鶴
由
す
る
學
校
組
織
の
薪
蓮
動
と
將
來
の
嬢
校
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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班
縫
　
み
堕
　
研
　
究
　
　
蔦
κ
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
照

に
於
て
、
d
7
二
二
ジ
M
扁
薮
。
．
、
は
診
る
d
に
冨
無
己
慶
守
口
富
。
Q
O
。
勇
ご
一
・
a
・
・
曲
。
雛
。
尾
O
h
臣
象
μ
。
欝
萬
つ
勝
㌔
、
の
依
蝿
に
よ
っ
て
、
懸
紙
．

に
於
け
る
…
進
級
法
及
試
験
法
に
つ
い
て
、
糟
…
愚
な
る
研
究
を
や
つ
楚
。
殊
に
進
級
期
問
に
つ
い
て

は
、
其
の
期
間
を
異
に
す
る
學
稜
組
織
に
よ
っ
て
、
比
較
研
究
を
や
っ
た
．
、
而
し
て
其
の
結
論
と
し

て
、
鞘
管
年
進
級
法
を
以
て
、
小
鋤
鍬
に
側
て
は
、
最
も
利
盆
あ
る
も
の
と
結
論
し
た
。
但
し
最
初
の

第
一
、
二
學
年
は
此
の
例
外
で
あ
る
と
漸
っ
て
居
る
、
即
ち
牛
學
年
層
位
に
於
て
嫉
心
學
年
軍
位

の
弊
と
す
る
織
を
緩
和
す
る
と
共
に
．
又
一
方
で
は
此
の
進
級
に
よ
っ
て
、
學
級
の
動
篭
を
整
理
す

ふ
十
分
の
時
球
を
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
進
級
と
之
に
よ
っ
て
生
ず
る
學
級
の
動
揺
と

の
最
竜
適
當
な
る
調
和
黙
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。
更
に
国
劇
年
輩
位
の
利
釜
な
る
識
は
、
優

等
生
の
中
次
の
進
級
に
よ
つ
て
．
高
級
児
董
の
滅
少
を
防
止
し
、
上
下
學
級
を
興
じ
て
、
同
大
の
學
級

を
整
へ
る
事
が
出
豪
る
の
で
あ
る
。
若
し
一
軍
年
箪
位
と
し
て
、
落
第
に
次
ぐ
に
落
第
を
以
て
せ

ぱ
、
申
．
級
以
下
は
、
此
等
の
兜
量
集
積
し
、
之
に
反
し
て
進
級
児
童
の
僅
少
な
る
結
果
は
、
考
現
高
級
見

童
の
減
少
を
來
す
の
で
あ
る
。
若
し
無
理
に
其
の
弊
か
ら
脱
せ
よ
う
と
し
π
な
ら
ば
、
劣
等
生
に

て
も
忍
ん
で
進
級
せ
し
め
ね
ば
な
ら
繊
と
い
ふ
事
に
な
る
。
此
れ
が
現
今
我
邦
の
母
校
で
見
る

様
に
、
高
級
に
於
て
非
常
に
能
力
の
枳
籍
せ
る
児
童
の
混
在
す
る
世
態
を
呈
す
る
に
至
る
の
で
は

あ
る
換
い
か
。
然
し
此
の
宇
累
年
軍
位
に
も
亦
弊
の
件
ふ
事
は
免
れ
ぬ
。
　
≦
｝
曇
Φ
に
從
へ
ば
、
児
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童
数
の
僅
少
な
る
章
々
に
於
て
は
、
同
一
學
年
を
更
に
程
度
に
よ
っ
て
分
つ
事
が
出
車
滋
か
ら
學

耳
蝉
に
於
け
る
組
撒
、
輔
導
年
軍
位
の
竜
の
に
倍
加
し
、
從
っ
て
、
一
人
の
教
師
に
て
、
数
組
を
取
扱
は

ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
う
、
爲
に
著
し
く
藪
授
力
を
分
割
し
、
不
利
を
與
へ
る
事
少
く
は
な
い
。
然
し

此
の
↓
學
級
内
に
二
組
以
上
の
混
在
す
る
事
は
、
彼
の
同
）
、
・
跨
9
藁
屑
ω
及
び
9
箏
蜜
Φ
湊
に
從
ふ
と
、
他
の

組
の
防
塁
に
打
勝
っ
て
注
意
を
集
注
す
る
習
慣
を
養
ひ
、
叉
籐
裕
の
時
間
に
は
、
隣
組
の
、
課
業
を
見

聞
し
て
、
不
知
不
識
の
聞
に
霞
學
す
る
敷
果
が
あ
る
と
い
っ
て
居
る
。

　
以
上
の
論
究
に
よ
っ
て
．
一
學
年
輩
位
俗
講
古
年
中
位
の
利
害
得
失
を
列
了
し
π
。
然
し
以
上

の
論
謹
の
み
を
以
て
し
て
は
、
何
れ
を
是
と
し
、
何
れ
を
非
と
す
る
か
と
い
ふ
確
固
た
る
謹
慧
を
敏

く
と
い
は
ね
ば
な
ら
綴
。
然
し
個
人
的
差
違
を
認
め
之
に
適
鷹
す
る
敏
育
を
施
す
上
に
於
て
は
、

大
忌
に
於
て
牛
學
年
制
を
以
て
．
利
と
す
る
黙
が
多
い
様
で
あ
る
。
然
し
牟
學
年
制
に
聾
す
る
経

験
も
厳
く
、
之
が
利
弊
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
ま
だ
一
般
的
に
認
め
ら
れ
禿
と
い
ふ
事
は
出
來
ぬ
の

で
あ
る
か
ら
、
今
暫
く
孚
學
年
寒
寒
を
以
て
、
充
全
な
る
條
件
と
な
す
事
を
差
控
へ
、
申
、
高
年
級
に
於

け
る
組
の
移
動
、
優
劣
學
級
に
於
け
る
級
の
移
動
に
適
用
す
る
に
止
め
よ
う
と
思
ふ
。

　
六
律
童
の
性
別
　
個
蟻
差
の
方
面
か
ら
い
ふ
と
、
兇
童
の
性
別
は
差
程
重
要
で
な
い
。
跨
ぎ
早
島

犀
Φ
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
般
に
智
力
的
方
面
の
個
人
的
差
異
は
、
男
女
化
性
の
差
異
よ
ヶ
竜
薯
‘
し
い

　
　
　
　
一
入
駒
差
異
に
四
由
す
る
學
校
紐
鞭
の
漸
蓮
動
と
將
來
の
醸
校
紐
織
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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鋳
瞬
　
學
　
研
　
究
　
　
儲
搬
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

と
い
っ
て
之
が
事
例
を
列
嘉
し
て
居
る
。
今
此
れ
を
眞
と
す
れ
ば
、
差
別
的
方
面
を
重
視
す
る
と

い
ム
立
揚
か
ら
は
、
男
女
性
の
相
違
に
重
き
を
置
く
よ
ウ
は
、
寧
ろ
各
性
に
於
け
る
個
入
的
差
異
に

重
き
を
置
く
が
、
自
然
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
謙
る
。
然
し
男
女
に
は
亦
各
天
職
の
相
違
が
あ
る
。

從
っ
て
此
の
天
職
に
憲
ず
る
激
育
を
な
す
上
か
ら
は
、
男
女
別
に
重
き
を
置
く
が
至
當
で
あ
る
と

竜
考
へ
ら
れ
る
。
此
嘘
に
於
て
毒
悪
を
異
に
す
る
に
よ
っ
て
、
重
き
を
置
く
方
面
を
異
に
す
る
と

い
ふ
事
に
な
る
。
然
れ
ど
勧
業
仔
細
に
考
察
し
て
見
る
と
、
男
女
天
職
の
差
異
的
方
面
は
、
善
性
の

分
化
の
微
弱
で
あ
る
幼
少
の
時
代
よ
う
重
要
幌
す
る
必
要
は
な
い
と
思
ふ
。
此
の
細
螺
の
差
異

の
梢
著
し
く
現
は
る
＼
は
、
春
心
登
動
機
前
後
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
硬
性
の
差
甥
的
方
面
の
重

要
親
は
、
此
の
時
期
よ
う
で
幽
く
は
な
い
と
い
ふ
事
に
な
る
。
斯
く
論
究
し
て
見
る
と
、
幼
年
級
及

申
重
氏
に
於
て
は
、
個
入
的
差
異
の
方
面
を
重
親
し
、
高
年
級
に
於
て
は
．
性
的
差
異
の
方
面
を
重
幽

す
る
と
い
ム
事
に
す
れ
ば
、
最
も
適
當
な
解
決
を
得
る
事
と
患
ぶ
。
さ
れ
ば
余
は
見
童
の
草
魚
を

學
校
編
制
の
條
件
と
す
る
事
は
、
現
今
の
高
等
小
馬
校
に
限
っ
て
之
を
認
容
し
π
い
と
思
ふ
。

　
以
上
論
ず
る
所
に
よ
っ
て
、
學
校
編
面
皮
件
の
南
島
を
研
究
し
、
術
從
來
の
衝
激
編
制
難
件
の
内

容
を
補
正
し
だ
の
で
あ
る
。
応
訴
の
新
編
罰
條
件
に
よ
っ
て
、
學
校
編
制
を
な
せ
ば
、
如
何
な
る
案

が
成
立
す
る
か
、
次
の
想
定
の
下
に
其
の
適
用
を
考
究
し
カ
い
と
思
ふ
。



六
　
將
來
に
於
け
る
雷
魚
編
制
案

3蓬3

　
學
校
早
撃
の
條
件
の
輕
重
及
び
内
容
の
礎
化
は
、
前
節
に
於
て
論
じ
控
通
り
で
あ
る
。
而
し
て

此
の
條
件
に
よ
っ
て
、
學
校
編
制
を
な
す
に
當
っ
て
、
先
づ
想
定
せ
ね
ば
な
ら
澱
條
件
が
あ
る
。
第

一
は
．
一
學
級
に
つ
い
て
正
敏
員
一
人
以
上
を
配
塾
し
得
る
と
い
ふ
事
と
、
一
學
級
に
つ
い
て
扁
敏

室
以
上
の
敏
室
を
持
つ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
児
童
の
員
数
で
あ
る
。
今
此
の
員
数
を

次
の
四
つ
の
揚
合
に
分
類
し
て
置
か
う
と
愚
ふ
。

　
甲
の
気
合
彗
岡
一
學
年
の
見
童
籔
の
み
に
て
、
算
筆
級
を
編
曲
す
る
に
足
る
場
合
。

　
乙
の
揚
合
U
同
繍
學
年
の
児
童
の
み
に
て
二
學
級
以
上
を
編
制
し
得
ざ
る
も
、
一
學
級
以
上
は

　
　
編
制
し
得
る
揚
合
。

　
丙
の
揚
合
聾
同
一
學
年
の
兇
童
の
み
に
て
は
、
一
學
級
を
編
制
し
得
ざ
る
も
、
全
校
に
て
は
二
學

　
　
級
以
上
を
編
制
し
得
る
揚
合
。
．

　
丁
の
揚
合
“
全
校
二
号
の
数
“
個
學
級
よ
う
編
饗
し
得
ざ
る
揚
合
。

　
以
上
の
想
定
の
下
に
尋
常
科
六
壷
金
の
晃
童
に
つ
き
、
學
図
録
嗣
の
仁
王
案
を
考
究
し
て
見
よ

う
と
忽
ふ
。

　
　
　
　
鋼
人
的
晶
滝
異
に
軸
爾
由
す
る
嬢
仙
伐
翻
…
癬
凹
の
新
…
運
動
と
將
輿
の
㎞
学
飯
前
離
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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薪
勘
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
八

　
扁
経
費
比
較
的
豊
富
な
る
揚
合

　
（
　
富
有
の
市
町
村
に
し
て
、
露
盤
上
必
要
と
認
定
せ
ら
る
＼
諸
施
設
を
遺
憾
な
く
實
現
↓
得
る
揚

合
に
は
、
前
認
の
四
種
の
場
合
に
鷹
じ
て
、
夫
々
最
良
の
編
制
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
甲
の
揚
合
　
大
都
會
に
於
て
、
普
通
あ
う
得
べ
き
妖
態
で
あ
っ
て
、
此
揚
合
に
は
、
数
系
統
並
立
組

織
を
以
て
、
雨
竜
有
利
な
る
竜
の
と
考
へ
る
。
郎
ち
マ
ン
ハ
イ
ム
式
の
如
く
、
見
童
の
能
力
に
よ
っ

て
其
系
統
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
叉
マ
ン
ハ
イ
ム
式
の
主
面
系
に
相
逸
す
る
系
統
で

も
．
同
一
學
年
の
見
童
数
々
學
級
を
編
制
す
る
に
足
る
歯
軸
で
は
、
叉
能
力
に
よ
っ
て
優
劣
の
學
級

を
分
ち
、
此
の
優
劣
級
長
の
移
動
は
、
孚
學
年
宛
を
以
て
し
、
進
級
は
↓
學
年
の
絡
ウ
と
し
だ
い
。
　
同

式
の
促
進
級
系
は
之
を
康
し
、
其
代
り
に
主
虚
幻
に
於
て
、
数
學
級
に
つ
き
一
人
宛
の
學
級
を
憺
任

し
な
い
敏
師
を
置
い
て
．
恰
も
ニ
ユ
f
ト
シ
案
に
於
け
る
が
如
き
）
、
該
學
級
に
於
け
る
特
殊
減
量
を

個
人
的
に
指
導
せ
し
め
、
或
事
情
の
爲
に
學
力
の
低
下
せ
る
兇
童
を
救
訳
す
る
と
共
に
、
此
慮
に
て

倒
底
救
濟
の
方
法
の
確
立
し
な
い
見
董
は
、
補
助
晶
系
に
移
す
を
可
と
す
る
。
主
真
薦
と
補
助
級

系
と
は
、
敏
材
の
程
度
分
量
を
異
に
し
て
、
各
能
力
に
三
鷹
せ
し
め
、
而
し
て
主
謀
系
及
補
助
級
砲
門

に
、
其
二
級
を
教
授
す
る
方
法
は
、
學
級
的
個
人
敏
授
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し
む
る
様
に
し
、
以
て
新
傾

向
の
蹄
趨
π
る
べ
き
織
を
實
現
す
る
様
に
し
π
い
。
斯
く
せ
ば
豫
備
晶
系
は
必
然
的
に
必
要
で
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あ
る
と
は
考
へ
な
い
が
、
然
し
學
級
数
の
非
常
に
多
い
雲
合
に
は
、
同
一
目
的
に
向
っ
て
進
む
児
童

を
、
一
學
級
に
集
め
て
置
く
と
い
ふ
事
は
、
諸
種
の
揚
合
に
便
宜
を
得
る
事
が
多
大
で
あ
る
と
思
ふ
。

術
夏
期
叉
は
冬
期
に
於
て
、
薄
弱
見
童
の
爲
に
、
前
節
に
墨
げ
た
諸
種
の
施
設
を
な
す
事
も
，
富
有
な

る
都
會
晃
童
と
し
て
は
、
必
要
な
る
事
で
あ
る
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
乙
の
二
合
　
若
し
同
↓
學
年
の
乱
筆
に
し
て
、
二
個
二
級
を
編
制
し
得
る
揚
合
は
、
先
づ
児
童
の

能
力
に
由
て
、
優
劣
の
二
塁
級
を
作
ウ
、
（
第
↓
學
年
は
例
外
と
す
）
、
優
等
豊
里
の
児
童
数
は
、
多
少
之
を

多
く
し
、
劣
等
學
級
の
見
童
数
は
之
を
少
く
す
る
。
斯
く
し
て
全
校
に
一
二
人
の
學
級
を
憺
任
し

な
い
敏
師
を
置
い
て
、
ニ
ユ
蜜
ト
ン
案
の
如
く
に
、
異
朕
あ
る
児
童
を
臨
時
に
牧
撮
し
て
、
恰
も
正
鋼

二
級
に
於
け
る
病
院
の
如
く
す
る
。
而
し
て
優
等
學
級
及
劣
等
學
級
よ
め
は
、
孚
學
年
毎
に
其
の

能
力
に
よ
っ
て
、
兇
童
を
移
動
す
る
事
を
得
し
め
、
恰
竜
特
鋼
進
級
組
織
に
於
け
る
、
進
級
降
級
の
野

際
を
實
現
せ
し
め
、
二
塁
も
優
劣
の
學
級
に
よ
っ
て
其
の
程
度
及
分
量
を
異
に
す
る
。
而
し
て
何

れ
の
學
級
に
於
て
も
、
出
家
る
丈
け
個
人
的
陶
冶
の
精
赫
を
微
底
せ
し
む
る
檬
に
し
、
時
に
．
は
グ
ル

言
プ
、
シ
ス
テ
ム
、
時
に
は
ノ
ー
ス
デ
ン
バ
　
婁
、
シ
ス
テ
ム
蒔
に
に
は
バ
’
タ
ビ
ヤ
、
シ
ス
タ
ム
（
幼
年
級
受
縛
｝

鷹
師
の
受
持
兇
童
下
綾
後
補
助
せ
し
め
て
あ
敏
授
法
を
適
用
し
て
、
何
慮
ま
で
込
無
差
珊
的
取
扱

を
排
し
π
い
と
思
ふ
。
欝
繍
學
年
一
學
級
の
揚
合
は
、
優
劣
の
並
行
面
影
を
作
う
得
な
い
事
の
外

　
　
　
　
総
刷
人
的
差
異
に
円
由
【
す
る
學
校
組
織
の
薪
蓮
励
と
細
蟹
の
愛
校
紐
総
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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は
前
記
の
方
式
に
準
じ
だ
い
と
思
ふ
。

　
丙
の
場
合
　
此
れ
は
比
較
的
富
有
な
村
落
に
起
る
草
合
で
、
登
校
二
、
三
、
四
學
級
位
の
學
校
に
適

用
さ
る
㌧
揚
合
で
あ
る
。
此
の
揚
合
で
は
、
補
助
敏
師
を
置
く
事
は
多
少
贅
澤
に
過
ぎ
、
叉
斯
の
如

き
場
合
に
は
、
寧
ろ
學
級
数
を
期
す
を
得
策
と
Ψ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
補
助
敏
師
は
無
い
逃
の
と
せ

ね
ば
な
ら
滋
。
然
ら
ば
如
何
な
る
組
織
を
な
す
を
可
と
す
る
か
。
若
し
こ
れ
が
軍
に
二
箇
學
級

編
罰
の
叩
合
で
は
、
次
の
軍
級
組
織
の
准
敏
員
使
用
の
揚
合
に
準
じ
て
取
扱
ふ
事
が
出
來
る
か
ら
、

此
露
に
は
略
す
る
。
若
し
三
個
學
級
を
編
制
し
得
る
奪
合
で
は
、
第
一
學
年
及
第
二
郷
年
の
見
量

に
て
、
一
更
級
を
編
制
し
て
、
Z
を
熟
練
な
る
教
師
に
任
せ
、
學
校
訓
練
に
重
き
を
置
い
て
、
敏
導
せ
し

め
る
。
而
し
て
第
三
平
年
以
上
は
、
能
力
に
よ
っ
て
四
組
乃
至
五
組
に
分
ち
二
人
の
聖
心
が
、
敏
科

目
の
種
類
に
講
じ
て
、
最
も
直
接
敏
授
を
多
く
要
す
る
敏
科
目
の
時
問
に
は
、
組
数
を
少
く
し
て
學

級
を
編
制
し
、
糠
働
作
業
に
依
駁
し
易
き
敏
科
目
の
時
問
に
は
、
多
少
組
藪
を
塘
厚
し
、
叉
は
直
接
敏

授
と
自
働
作
業
と
を
主
と
す
る
敏
科
貝
を
組
合
せ
て
、
時
間
毎
に
廊
下
を
編
制
し
（
豫
め
時
間
割
に

よ
っ
て
以
て
、
個
人
的
陶
冶
を
徹
底
せ
し
め
π
い
。
　
要
す
る
に
第
三
學
年
以
上
は
組
を
軍
位
と
し

て
、
時
問
毎
に
學
級
を
編
制
し
て
、
敏
授
力
の
分
配
を
均
等
な
ら
し
め
る
様
に
す
る
を
要
旨
と
す
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
學
港
内
に
於
け
る
教
授
法
は
、
乙
の
揚
合
に
準
ず
る
の
で
あ
る
。
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若
し
四
個
學
級
に
編
湖
し
得
る
野
合
で
あ
れ
ば
、
第
↓
平
年
置
け
は
一
入
の
教
師
に
固
定
し
，
第

二
學
年
．
以
上
は
五
組
乃
至
六
組
と
な
し
、
臨
時
に
可
動
的
の
三
學
級
を
編
制
し
（
敏
科
目
の
性
質
に

よ
っ
て
）
、
各
五
師
は
一
雲
級
宛
を
受
持
ち
、
第
一
學
年
激
師
は
、
第
一
學
豊
野
童
の
下
校
し
π
後
は
、
ニ

ュ
ー
ト
ン
組
織
の
補
助
敏
師
又
は
バ
タ
ビ
ヤ
組
織
の
補
助
敏
捷
の
任
務
を
分
罐
す
る
事
と
し
π

い
。
若
し
叉
五
箇
等
級
に
編
制
し
得
る
揚
合
で
は
、
第
一
三
年
及
第
二
北
野
を
固
定
し
て
、
他
を
四

乃
至
五
組
に
分
ち
、
地
響
自
の
性
質
に
よ
つ
て
、
此
れ
を
可
動
的
の
三
箇
學
級
に
編
捌
し
、
第
一
、
隅
隅

年
敏
師
は
受
持
見
董
の
下
校
後
、
他
笹
野
の
補
助
敏
師
の
任
務
を
分
解
す
る
。
而
し
て
特
級
内
の

敏
授
法
を
個
人
化
す
る
方
法
前
と
同
様
で
あ
る
。

　
各
場
合
を
通
じ
て
、
第
一
、
二
學
年
は
學
按
訓
練
及
び
墓
本
的
學
習
に
重
き
を
置
く
所
か
ら
、
個
入

的
助
長
の
方
面
は
之
を
第
二
次
と
し
、
第
三
學
年
よ
う
は
、
各
児
童
の
能
力
に
よ
っ
て
、
其
の
取
扱
を

異
に
す
る
を
本
門
と
し
て
取
扱
ひ
、
組
と
組
と
の
兇
童
の
移
動
毛
総
勢
年
毎
に
之
を
な
し
、
以
て
各

組
の
能
力
の
不
軍
均
を
防
止
し
、
以
て
學
級
内
各
組
に
於
け
る
異
程
度
児
童
の
段
階
を
成
る
べ
く

少
く
す
る
様
に
し
た
い
と
恩
ム
。

　
丁
の
揚
物
　
此
れ
は
多
く
富
有
な
る
山
間
の
小
部
落
に
起
る
学
級
組
織
の
揚
合
に
該
平
す
る

の
で
あ
る
。
此
の
揚
合
は
正
敏
員
輔
人
、
専
科
（
裁
縫
を
主
と
す
）
教
員
嚇
人
、
愚
見
里
数
多
少
多
き
場

　
　
　
　
個
人
酌
差
異
に
照
由
オ
る
三
校
紐
織
の
新
蓮
動
と
將
來
の
學
絞
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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合
に
は
、
准
敏
画
意
は
代
用
教
員
町
人
を
有
す
る
竜
の
と
想
定
す
る
事
が
出
歯
る
。
今
若
し
正
敏

員
圃
人
の
血
合
（
裁
縫
は
別
と
し
て
）
に
於
て
は
、
其
の
學
級
敏
授
は
、
其
の
教
師
の
能
力
に
よ
っ
て
、
二

檬
の
揚
合
が
生
ず
る
と
愚
ぷ
。
帥
ち
其
の
敏
腕
が
激
授
法
に
巧
で
、
情
事
な
る
學
級
を
露
命
す
る

に
適
遠
し
π
人
で
あ
れ
ば
、
所
謂
三
。
四
組
か
ら
成
る
複
式
敏
授
法
を
採
用
す
る
事
が
出
家
る
け
れ

ど
も
、
若
し
虹
ハ
の
立
師
に
し
て
、
謙
虚
法
は
飴
う
巧
で
は
な
い
が
、
然
し
歪
力
が
永
績
す
る
揚
合
に
は

組
に
よ
つ
て
始
業
盛
業
の
時
間
を
多
少
異
に
し
、
所
謂
こ
部
的
教
授
法
を
探
る
方
が
利
盤
で
あ
る

と
思
ふ
へ
全
く
離
日
宛
の
交
代
と
せ
ず
に
）
。
若
し
慧
敏
員
女
は
代
用
教
員
）
專
官
需
員
を
、
普
通
敏
科

目
敏
授
の
補
助
に
使
用
す
る
事
が
出
亙
れ
ば
、
ゲ
リ
韮
式
に
於
け
る
が
如
く
に
、
敏
授
と
練
習
叉
は

實
習
と
を
分
っ
て
、
正
補
教
員
の
分
櫓
を
定
め
、
各
比
較
的
少
数
の
見
童
を
．
受
持
ち
、
又
は
補
助
敏
員

使
用
組
織
に
於
け
る
が
如
く
に
、
補
助
教
員
と
し
て
個
人
的
陶
冶
の
方
面
を
分
婚
せ
し
め
た
い
。

勿
論
何
れ
の
融
合
に
も
各
組
は
能
力
に
よ
っ
て
分
ち
、
そ
れ
を
牟
學
年
毎
に
移
動
せ
し
め
て
，
各
組

問
に
於
て
は
、
能
力
の
著
し
い
不
同
の
な
い
様
に
し
π
い
。

　
二
経
費
の
極
度
に
節
約
せ
ら
れ
た
揚
合
。

　
此
の
揚
合
は
貧
弱
の
町
村
で
、
敏
育
上
必
要
と
す
る
最
少
限
度
の
維
費
よ
う
支
為
す
る
事
が
出

來
な
い
場
合
に
、
生
起
す
る
學
重
曹
翻
’
で
あ
っ
て
、
一
面
級
の
見
童
謡
は
多
く
，
又
教
師
竜
一
學
級
噌
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人
よ
ム
外
に
な
く
、
設
備
等
も
完
成
し
な
い
と
い
ふ
條
件
を
持
っ
て
居
る
。

　
甲
の
場
合
　
　
同
一
學
年
の
児
童
は
、
其
の
能
力
に
よ
っ
て
學
級
を
編
制
し
、
優
等
學
級
は
共
の
人

数
を
多
少
増
加
し
、
恰
竜
Φ
δ
鐸
τ
G
Q
嶺
仲
㊦
彫
に
於
け
る
Q
陀
夢
号
Q
冠
。
題
（
雪
煙
分
團
）
を
組
成
す
る
が
よ
い
と
節

患
ふ
。
　
而
し
て
細
造
は
自
働
的
學
習
を
多
く
し
、
劣
級
に
至
る
に
從
っ
て
指
導
的
悪
習
を
多
く
す

る
と
共
に
、
其
の
敏
材
の
程
度
を
下
げ
、
分
量
を
減
じ
、
叉
各
級
に
於
て
は
、
所
謂
㏄
強
二
葵
O
蔓
も
苛
食

分
醗
）
の
方
法
に
よ
っ
て
、
敢
授
す
る
を
可
と
思
ふ
。
　
更
に
進
ん
で
偶
人
的
陶
冶
の
精
紳
を
徹
底
せ

し
む
る
上
か
ら
は
、
潮
湯
年
罐
任
敏
師
を
し
て
、
其
の
受
持
児
童
の
下
校
後
、
バ
タ
ビ
ヤ
組
織
叉
は
昌

ユ
F
ト
ン
組
織
の
補
助
敏
師
の
任
務
を
執
ら
し
め
た
い
と
思
ふ
。
而
し
て
優
級
と
劣
級
と
の
問

に
は
牛
學
年
毎
に
、
見
童
の
進
歩
の
歌
態
を
参
全
し
て
、
級
の
移
動
を
行
ひ
だ
い
の
で
あ
る
。

　
乙
の
丁
合
　
先
づ
同
一
學
年
の
児
童
、
二
箇
學
級
を
編
制
し
得
る
場
合
に
は
、
優
劣
に
よ
つ
て
學

級
を
分
つ
が
、
一
翼
年
一
笹
身
級
の
蓑
蛾
で
は
、
此
れ
が
出
帰
な
い
か
ら
、
優
劣
児
童
の
懸
隔
非
常
に

甚
し
い
の
で
あ
る
。
依
っ
て
此
の
揚
合
に
は
一
般
の
方
法
と
し
て
、
最
も
程
度
の
懸
隔
の
甚
し
い

教
科
目
（
題
句
、
綴
方
、
算
術
）
、
を
主
と
し
て
、
能
力
に
よ
っ
て
組
を
分
つ
事
、
恰
も
O
圏
。
ε
o
Ω
遂
δ
湧
に
於
け
る
、

O
o
塁
翁
客
Q
蔓
壱
の
如
く
す
る
。
而
し
て
其
の
組
の
程
度
に
よ
つ
て
敏
材
の
程
度
、
分
量
を
異
に
す
澗

る
。
斯
く
し
て
、
若
し
多
数
の
敏
師
が
敏
授
法
に
巧
で
複
離
な
る
内
容
の
學
級
を
同
時
に
取
扱
ふ

　
　
　
　
佃
入
的
差
災
に
閑
由
す
る
三
校
組
織
の
薪
遽
動
と
驚
來
の
學
校
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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事
が
出
子
れ
ば
、
複
式
的
敏
授
法
に
よ
っ
て
、
教
授
を
約
め
、
翌
年
捨
筆
師
は
、
受
持
児
童
の
下
校
後
は
．

バ
タ
ゼ
や
及
ニ
ユ
奮
ト
ン
の
各
組
織
に
於
け
る
如
く
に
、
補
助
轡
師
の
任
務
を
務
め
る
。
然
し
敏
，

師
が
複
難
な
る
敏
授
法
に
熟
練
せ
ぎ
る
竜
の
が
多
い
時
に
は
、
ゲ
リ
！
式
叉
は
二
部
敏
授
式
に
則

っ
て
、
一
嘗
級
を
二
分
し
．
嚇
敏
戦
時
期
中
の
敏
授
法
を
軍
簡
に
し
、
教
師
の
敏
授
時
間
を
延
長
す
る
。

要
す
る
に
此
の
何
れ
を
探
塗
す
る
か
は
．
其
の
學
校
に
於
け
る
多
数
轡
師
の
能
力
に
よ
っ
て
決
し

π
い
と
愚
ふ
。
其
又
組
と
組
と
の
問
に
見
童
を
能
力
に
よ
っ
て
移
動
す
る
事
は
前
述
の
通
ウ
で

あ
る
。

　
丙
の
回
合
　
特
別
に
平
声
法
に
巧
で
あ
る
轡
師
が
揃
っ
て
居
る
揚
合
に
は
、
け
の
丙
の
揚
合
に
‘

準
じ
て
學
級
を
編
翻
し
、
然
ら
ざ
る
揚
合
は
、
ゲ
ジ
婁
式
叉
は
二
部
教
授
式
に
期
っ
て
、
敏
零
時
問
を

延
長
し
、
前
に
度
々
説
卑
し
力
諸
方
法
に
從
っ
て
、
個
人
的
陶
冶
の
精
榊
を
飛
脚
る
丈
け
徹
底
せ
し

あ
た
い
。

　
丁
の
場
合
　
特
別
に
敏
授
法
に
巧
な
る
教
師
は
別
と
し
て
、
本
膿
と
し
て
は
、
ゲ
ジ
｝
式
叉
は
二

部
教
授
式
に
剰
っ
て
、
教
師
の
敏
即
時
聞
を
延
長
し
、
見
童
の
自
働
時
間
を
多
く
し
、
教
授
法
を
輩
簡

に
し
前
に
度
々
説
述
せ
る
方
法
に
よ
っ
て
、
佃
人
的
陶
冶
の
下
野
を
徹
底
し
だ
い
。



　
　
欝
最
後
に
附
説
し
た
い
事
は
、
進
級
及
卒
業
の
年
限
問
題
で
あ
る
。
能
力
優
秀
な
竜
の
は
、
年
限

　
を
短
縮
し
て
進
級
せ
し
め
、
卒
業
せ
し
め
て
も
よ
い
か
、
否
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
新
傾
向
の
精

　
憩
か
ら
云
へ
は
、
騎
手
を
同
様
に
拘
束
す
る
と
い
ふ
事
は
、
不
合
理
で
あ
る
。
俊
才
は
短
時
日
に
し
て

　
よ
く
規
定
の
敏
譲
を
修
あ
る
に
反
し
て
、
劣
者
は
長
時
日
を
要
す
る
は
、
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
我

　
邦
の
法
令
で
も
全
く
賢
愚
を
同
一
に
取
扱
ふ
と
い
ム
の
で
は
な
く
、
敏
課
の
未
修
了
者
に
撮
し
て

　
は
、
落
第
に
よ
っ
て
年
限
を
延
長
す
る
方
法
は
あ
る
。
然
し
規
定
の
近
詠
よ
ウ
早
く
修
了
し
た
竜

　
「
の
に
翻
す
る
取
扱
法
は
敏
除
し
て
居
る
と
い
ふ
事
は
い
へ
る
。
　
此
れ
に
つ
い
て
は
、
余
は
別
に
叉

　
論
ず
る
っ
竜
ム
で
あ
る
が
要
す
る
に
俊
才
に
全
し
て
は
、
劣
者
に
甥
す
る
と
反
封
に
、
年
限
短
縮
の

　
方
法
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
今
假
に
義
務
年
限
を
固
執
す
る
と
し
カ
な
ら
ば
、
俊
才

　
の
保
護
者
で
貧
窮
な
竜
の
．
に
卸
し
て
は
．
規
定
の
諜
程
修
了
と
共
に
、
假
卒
業
謹
書
を
授
興
し
て
、
自

　
由
に
職
業
に
從
薫
せ
し
め
、
義
務
年
限
内
は
、
時
日
を
定
め
て
召
集
澱
呼
し
、
異
欺
な
き
竜
の
に
限
ウ

　
・
て
義
務
年
限
の
絡
了
と
共
に
、
卒
業
墨
書
を
交
付
し
て
義
務
を
解
除
し
、
叉
若
し
保
護
者
に
し
て
、
児

　
童
の
永
き
修
羅
に
堪
へ
る
竜
の
は
．
假
卒
業
後
高
等
小
葬
車
の
謀
程
を
修
め
し
め
、
兼
て
号
数
の
目

　
的
に
從
っ
て
、
準
備
的
學
習
を
な
さ
し
む
る
様
に
し
、
義
務
年
限
の
絡
了
と
共
に
卒
業
謹
を
交
付
し

蹴
π
な
ら
ば
、
前
審
の
余
の
諸
種
の
學
按
編
制
案
は
旧
暦
徹
底
し
控
竜
の
と
な
る
。
要
す
る
に
年
限

　
　
　
　
　
飼
入
的
差
異
に
煽
漁
田
す
る
祭
校
瓢
織
の
新
蓮
鋤
と
婚
來
の
學
校
灘
甜
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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に
拘
泥
し
て
俊
才
を
永
く
拘
束
し
て
置
く
の
は
、
頗
る
上
置
を
敏
い
た
露
置
で
あ
る
と
思
ム
。

は
從
來
の
義
務
年
限
制
の
原
剣
の
下
に
、
除
外
例
の
認
容
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

七
　
將
來
の
學
級
編
制
と
教
授
法
の
根
本
要
件

余

　
吾
人
は
前
節
に
点
て
．
蒋
來
の
學
級
編
制
に
甥
す
る
諸
種
の
形
式
を
論
定
し
た
が
、
此
れ
を
要
す

る
に
學
署
内
に
於
て
、
個
人
的
要
求
の
必
要
を
満
し
、
學
級
教
授
を
な
す
と
共
に
、
佃
人
的
陶
冶
を
一

礼
徹
底
せ
し
め
よ
う
と
す
る
二
級
的
個
人
教
授
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し
め
π
い
と
思
ふ
に
外
な
ら

訟
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
學
級
的
個
人
教
授
に
罰
し
℃
、
如
何
な
る
敏
野
上
の
要
件
を
必
要
乏

。
す
み
か
、
余
は
本
論
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
弐
の
特
徴
を
明
瞭
に
上
た
い
と
思
ふ
。

　
一
、
児
童
の
増
置
に
鍔
す
る
動
機
を
旺
盛
な
ら
し
む
る
こ
と
。
ピ
ド
国
窪
冨
は
劣
等
児
の
劣
等
な

る
所
以
を
研
究
し
て
其
の
免
童
の
智
能
の
薄
弱
に
因
由
す
る
よ
う
も
、
寧
ろ
意
志
の
薄
弱
に
因
由

す
る
事
の
多
い
事
を
切
言
し
て
居
る
。
此
れ
大
に
一
面
の
眞
理
を
現
は
し
π
も
の
で
、
古
畳
蔑
多

の
敏
育
家
も
亦
力
怪
し
だ
瓢
で
あ
る
。
坐
し
て
児
童
の
意
志
を
刺
戟
し
て
、
學
習
の
動
機
を
盛
に

す
る
方
法
と
し
て
は
、
国
。
冨
＄
は
亦
特
に
敏
師
の
見
童
に
封
ず
る
同
情
と
、
快
活
と
、
言
為
と
を
以
て

し
て
居
る
。
二
条
が
楡
快
に
活
氣
に
満
ち
て
児
童
に
接
す
る
と
、
邊
鈍
の
見
識
竜
よ
く
其
の
智
能
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を
活
躍
せ
し
め
、
困
難
な
る
學
習
も
進
ん
で
、
之
を
な
し
．
容
易
に
之
を
征
服
す
る
事
が
出
來
る
。
兇

童
の
困
難
と
載
っ
て
苦
ん
で
居
る
際
に
．
教
師
の
注
ぐ
同
情
は
、
児
童
に
百
千
の
下
方
を
得
だ
威
を
・

生
ぜ
し
め
て
、
盆
，
、
奮
翻
せ
し
め
、
途
に
之
を
陥
落
さ
す
纂
が
出
町
る
。
敏
師
の
兇
童
に
接
し
て
、
二
回

は
三
回
、
三
回
は
四
回
、
十
回
は
二
十
回
と
、
不
携
不
屈
の
精
憩
を
磯
現
し
て
、
挫
け
な
か
つ
π
な
ら
ば
、

児
童
も
不
知
不
識
の
問
に
、
雪
乞
之
に
慣
れ
て
、
因
難
を
意
と
せ
ず
、
自
ら
進
ん
で
之
を
征
服
せ
よ
う

と
す
る
旺
盛
な
る
元
肥
を
振
興
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
℃
新
編
制
の
學
級
は
、
此
の
土
師
の
原
動

力
に
よ
っ
て
、
先
づ
児
童
の
學
習
動
機
を
振
塾
せ
ね
ば
な
ら
滋
。

　
二
、
見
量
學
特
上
の
根
本
的
障
碍
を
早
く
逸
見
し
、
之
を
除
却
せ
ね
ば
な
ら
毅
、
敏
師
は
常
に
墨
汁

の
學
習
解
読
を
精
察
し
て
、
児
童
の
濁
力
で
は
、
到
底
之
を
征
服
す
る
事
が
出
主
導
難
織
を
駿
見
し

だ
時
に
は
、
個
人
的
に
或
は
数
人
を
】
團
と
し
て
、
或
は
七
二
側
に
或
は
見
世
庸
に
つ
い
て
、
低
聲
を

津
以
て
懇
切
に
指
導
を
輿
へ
、
共
の
端
緒
と
な
る
鋤
を
徹
底
せ
し
め
ね
ば
な
ら
諏
。
之
を
放
任
す
れ

ば
遽
に
は
肖
暴
肖
棄
亦
學
習
せ
ん
と
の
精
脚
を
失
ム
に
至
る
で
あ
ら
う
。

　
三
、
卜
師
は
見
醒
を
誘
導
し
て
、
自
登
的
に
學
漏
す
る
の
習
慣
を
養
は
ね
ば
な
ら
諏
。
此
れ
に
は

特
に
二
つ
の
纐
に
注
意
を
要
す
る
。
第
一
に
は
、
児
童
期
力
を
以
て
結
論
を
導
き
出
す
能
力
を
涌

養
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然
し
兇
弾
に
共
の
結
論
を
導
き
出
す
材
料
の
敏
乏
し
て
居

　
　
　
　
個
入
的
難
炎
に
閃
由
す
る
三
校
紐
織
の
新
蓬
鋤
と
將
凍
の
藻
欝
欝
畿
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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る
事
を
二
見
し
π
時
に
は
、
直
に
其
の
資
料
を
補
充
せ
ね
ば
な
ら
澱
事
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
良

襲
的
學
習
を
過
重
す
る
結
果
は
、
恰
竜
澗
れ
た
井
戸
か
ら
水
を
汲
ま
う
と
す
る
の
愚
を
演
じ
て
、
町

営
の
學
習
弊
の
挫
折
す
る
事
が
あ
る
。
第
二
に
は
、
二
野
の
欲
し
得
る
事
に
、
薫
り
干
渉
し
過
ぎ
、
遽

に
は
轡
師
の
み
働
い
て
、
児
董
に
活
動
の
飴
地
を
與
へ
な
い
事
が
あ
る
事
こ
れ
で
あ
る
。
敏
育
の

根
本
原
則
は
融
亀
山
。
e
三
曙
で
あ
る
。
教
師
は
共
の
保
護
者
で
あ
る
事
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
滋
の
で

あ
る
。

　
四
、
敷
師
は
児
童
に
學
習
の
方
法
を
會
得
せ
し
む
る
を
要
す
る
。
護
本
の
比
量
に
は
讃
解
の
順

序
方
法
が
あ
る
。
算
術
の
問
題
を
解
き
之
を
槍
査
す
る
に
は
、
自
ら
ま
π
其
の
方
法
が
あ
る
。
琴

師
は
此
の
學
習
法
を
會
得
せ
し
む
る
事
を
努
め
ね
ば
孜
ら
孤
。

　
五
、
敏
授
と
自
働
的
學
習
と
は
、
何
れ
に
馬
術
し
て
竜
な
ら
諏
。
見
童
は
自
ら
機
早
し
、
自
ら
練
磨

す
る
事
に
よ
っ
て
、
眞
の
智
能
を
股
得
す
る
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
敏
授
は
、
到
底
晃
童
の
猫
力
を

以
て
し
て
は
、
襲
廃
し
、
工
夫
し
、
辣
聾
す
る
事
．
の
禺
來
な
い
事
項
に
向
っ
て
、
端
緒
を
與
へ
る
事
を
目

的
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
從
っ
て
自
働
的
罵
倒
の
名
の
下
欠
、
必
要
な
る
事
項
の
敏
授
を
怠
れ
・
ば
、

舵
な
く
し
て
舟
を
行
る
と
同
様
に
な
ゑ
、
叉
敏
授
に
專
心
し
、
自
働
的
學
習
を
等
閑
に
附
す
れ
ば
、
机
牌

上
に
於
け
る
水
練
と
同
様
と
な
る
。
　
き
れ
ば
敢
師
は
侮
れ
に
も
挙
手
せ
ず
、
必
要
な
る
端
緒
、
目
標
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は
此
れ
を
輿
へ
、
此
れ
か
ら
し
て
愈
愈
童
に
霞
働
せ
も
め
ね
ば
な
ら
綴
。
而
し
て
敏
師
は
、
各
見
童

あ
肖
働
的
學
習
の
時
間
を
以
て
各
個
人
の
要
求
に
慮
ず
る
差
量
的
の
指
導
を
輿
へ
、
各
児
童
の
素

力
に
相
慮
す
る
登
達
を
な
さ
し
め
ね
ば
な
ら
諏
。

　
六
、
各
見
違
の
個
人
的
に
補
助
を
受
け
た
織
は
、
之
を
記
録
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
斯
く
す
れ
ば
、
各
兇

童
の
総
力
と
、
智
能
進
歩
の
傾
向
と
を
蹄
遺
し
得
、
そ
の
見
醒
が
如
偲
な
る
長
短
の
才
能
を
持
っ
て

居
る
か
里
、
具
量
的
に
分
る
。
敏
師
は
之
に
よ
っ
て
適
切
な
る
指
導
方
案
を
立
て
、
其
の
長
所
短
所

を
助
長
補
正
す
る
事
が
出
憤
る
。
漫
然
遮
る
記
憶
は
、
近
視
的
に
實
力
を
勘
定
し
、
皮
想
的
に
児
量

を
理
會
す
る
に
絡
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
七
、
扁
教
材
敏
授
の
完
了
は
、
全
級
の
蓋
然
的
牧
得
の
如
何
に
よ
っ
て
、
到
醒
し
な
い
で
、
個
病
的
徹

底
の
如
何
に
よ
っ
て
鋼
断
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
學
級
二
筋
は
方
法
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
目

的
と
す
る
所
は
、
各
個
人
の
徹
底
で
あ
る
。
さ
れ
ば
其
の
教
材
が
各
個
人
に
牧
得
せ
ら
れ
π
か
否

か
に
よ
っ
て
、
其
の
露
命
は
完
了
し
差
か
否
か
を
鋼
断
す
べ
き
竜
の
で
、
其
の
學
級
の
大
多
歎
が
、
大
τ

膿
牧
得
し
禿
か
否
か
は
、
丸
材
進
行
の
決
定
的
軸
壁
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
皇
師
の
要
求
す
る

普
通
敏
材
は
、
皆
藤
織
を
以
て
及
第
し
、
無
段
階
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
滋
。
但
し
此
腱
に
注
意
す
べ

き
は
、
乱
舞
祇
よ
蚕
涙
生
し
、
磨
志
し
．
創
作
す
べ
き
個
人
的
敏
材
に
潔
し
て
は
、
各
ぐ
程
度
分
量
を
異
に

　
　
　
　
欄
人
酌
差
異
に
競
由
す
る
學
校
組
織
の
新
蓮
動
と
將
來
の
學
絞
組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



35G

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
＋
二
墾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

す
べ
き
事
を
認
憶
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
之
が
帥
ち
學
級
的
個
人
敏
授
の
眼
目
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
個
人
的
完
成
は
目
的
で
あ
ウ
、
學
級
的
敏
授
法
は
其
の
方
法
で
あ
る
。
從
っ
て
學
三

岳
授
法
は
、
個
入
的
完
成
を
豫
結
し
て
始
あ
、
個
人
的
完
成
を
以
て
終
了
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
と
思

ふ
。
さ
れ
ば
學
校
旗
劉
は
或
種
の
心
墨
の
下
に
、
此
の
二
者
の
關
係
を
し
て
、
此
の
要
求
に
適
鷹
せ

し
む
る
最
も
便
利
な
る
方
法
を
探
ら
ね
ば
な
ら
漁
と
い
ふ
事
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
學
校
編
制
の
面
面
の
目
的
は
學
級
的
個
人
教
授
の
精
細
を
徹
底
せ
し
む
る
に
あ
る
も
の
と
思

ふ
の
で
あ
る
、
大
正
五
年
十
二
月
五
臼
稿
）
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